
■それにしても、なぜ地主？■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 161号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：それにしても、なぜ地主？ 

 

地主の学校について、様々な人と話すうちに、素朴な疑問が湧いてきた。結局松村さんは何をやりたいのか？・・・

と。確かに「地主」という言葉自体がもたらす違和感とか、意外性こそが「地主の学校」の目的なのかもしれな

い。例えば、地主と言われても、多くの土地所有者が実感を持たないことはすでに何度も述べてきたが、それは

継承でなく売買で土地を手に入れたから。つまり、売買することで失われるものがあることを伝えるためだ。ま

た、地主に関する法律や学問が無いことも、社会が地主を忘れていることを如実に表している。「地主」が現代社

会の矛盾を顕在化するキーワードであることに間違いないが、果たしてそれが答えなんだろうか。地主とは何か

…などを学び、それからどうしようというのか。まさにそこが問題だ。僕は地主の学校を、「地主を学ぶ」学校で

はなく「地主を育てる」学校にしたいと思っている。 

 

地主を育てるのはなぜか…それは社会を変えたいから。政治も暮らしも原発も、何もかも諦めて放置している社

会は耐え難い。こうした社会を変えるには、違う社会を作ればいい。はじめは小さくても構わないから新しい社

会を創り始め、やがて腐った社会から乗り換える選択肢になればいい。周囲とは違う新しい社会とは、独立する

国のようなもの。その担い手として、僕は地主に狙いを定めた。まずは自分の家や家族から、新しい社会にすれ

ばいい。自分の店や会社だって、新しい世界を作ることはできる。やがて周囲の人たちも仲間になれば、小さな

地域が国になり、自分の意志でルールを定め、外交しながら周囲の承認を得ることが、独立だ。先般酔った勢い

で顔を怪我した加子母村は、まさに独立を目指すエリアとして訪問した。自由とは、所有することで得られる権

利のこと。地主とはまさに自分の世界を作れる人のことだ。 

 

では、誰を地主にしたいのかというと、大きく分けて 2種類の人たちだ。まずは土地を持っていないけど、自分

の土地で新たな世界を作りたい人。賃貸では家賃がかかる上に期限も切られてしまう。自分の土地を持たなけれ

ば、長い時間をかけて自分の夢を叶えるのは難しい。まして、永続的なビジョンを描くことなど賃貸では不可能



だ。そしてもう一方は、すでに土地を持っているのに夢を描けずにいたり、夢を描いてもそれを手伝う継承者が

いない人だ。夢を描けずにいる人は、夢を描く人と組めばいいし、その人たちに協力を仰ぎ、継承してもらえば

いいと思う。夢を持たず、とりあえず事業化したため収益が上がってしまい、節税や相続に悩む方たちこそ、そ

の力を使って世界を作る地主になっていただきたいし、その家族や子供たちがともに夢を描き、継承者として育

って欲しい。 

 

こうして地主になった人には、自分の本拠地を作って欲しい。それがビジネスなら「家業」、それが家族なら「実

家」、それが地域社会なら「故郷」と呼んだらいい。これまでの本拠地を守り保存するのでなく、今後守っていく

べき本拠地を新たに作り出して欲しい。そして、新しい本拠地は、家業と家族と故郷が融合した新しい国になる

はずだ。子供を学校や塾で教育し、待遇の良い会社に就職してキャリアを積み、老後の資金を溜め込んで優雅な

施設で死んでいく現代流の生き方は、次世代に継承することのできないはかない仕組みだ。むしろ社員の子供た

ちを会社がエリート教育し、社員の家族同士が子育てや介護も協力し合い、取引先や顧客を巻き込んでまちを作

っていくようなビジネスこそが、僕の夢見る国づくりビジネスだ。僕たちがみんなで地主になることで、真の主

権者＝王となり、役所を下請けに使う社会を僕は目指したい。 

 

さて、こんな「地主」を作ることは、正しいことか…と、たぶんあなたは気にするだろうが、それこそまさに「ど

うでもいいこと」だ。正しいかどうかは、あとで判断すればいいし、僕たちが死んだ後、後世の人たちが勝手に

評価すればいいことだ。もちろん現代において、みんなで定めた法的悪事や不正を行うのは、絶対にしたくない

が、それ以外のすべてのことは「自由」なのが世界のルールだ。僕があえて国づくりと呼ぶのは、ゆがんだ日本

国内ルールには少しくらい逆らっても、世界基準で生きていきたいと思うから。自分が良いと信じていても、許

せないという人が訴えてくるだろうが、それは裁判になろうとも堂々と議論をし、敗訴したってかまわない。そ

の議論に大勢が賛同すれば、やがて法律は変更され、世界は変わっていくだろう。もしも「地主」が歴史の悪役

ならば、むしろ忘れてはいけないはずだ。僕は地主を再興し、再度世界に信を問いたい！ 

 

 

nanoni.co.jp/20180605-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. トピックス：いわいゆうきの結婚式の三次会 四次会 最後は富士そば 

 

僕のバカ弟子・いわいゆうき君の結婚パーティです。 

どうぞ気軽の参加ください。 

https://www.facebook.com/events/2018632068377605/ 

 

直接お会いした方にはお伝えしていたのですが、まだお伝えしていなかった皆さま、ごめんなさい。昨年末に交

際 10 年を記念して入籍いたしました。披露宴と二次会は同日の日中に都内某所で身内を中心にささやかにさせ

ていただく予定なのですが、三次会以降は下北沢で、いろんな方に気軽に参加していただけるような会をします。

お時間ありましたら是非、ご参加くださいませ。下北沢でお待ちしてます。 

 

【大まかな当日のタイムスケジュール】 

三次会 



夜 7時〜9時@ミュージックアイランド オー 

会費:1,000円（1ドリンク付） 

 

四次会 

夜 9時〜12時@ミュージックアイランド オー 

会費:1,000円（1ドリンク付） 

 

五次会〜七次会 

深夜 12時から朝 5時まで@下北沢のお店をはしご酒 

会費:各自キャッシュオンで 

 

八次会 

朝 5時@下北沢駅前の富士そば 

会費:各自キャッシュオンで 

 

どの会も予約不要です。 

五次会以降は、会というか、ただの飲み会です。当日ふらっとお立ち寄りいただいても大丈夫です。 

★こんな企画を立てておきながら、いわいはそれほどお酒が強いわけでもありません。途中で酔いつぶれてしま

ったらごめんなさい🙇♂️ 

 

★食べ物の持込歓迎 

三次会、四次会の会場のお店はフードメニューがないので、当日、皆で食べられるものをお持ちいただけると嬉

しいです。 

※飲み物の持込はNG 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）6/05 ○なのに作業日（青葉台） 

（水）6/06 ○なのに作業日（青葉台） 

（木）6/07 ○午後から笑恵館で面談可 

（金）6/08 ○なのに作業日（青葉台） 

   ★カプラー起業交流会 

（土）6/09 ○終日笑恵館で面談可 

   12-18時 ★地主の学校を語る会 

（日）6/10 ○休業日 



   10-15時 ●チャレンジアシストプログラム公開審査会 

   19-21時 ★いわいゆうきの結婚パーティ 3次会 

（月）6/11 ○午後から笑恵館で面談可 

  

■その後のイベント 

6/14 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

6/14 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

6/16 ★地主の学校を語る会（笑恵館） 

6/19-20 ★御宿グッドネイバーズ 

6/21 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

6/24 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 taku8823@ezweb.ne.jp 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


